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研究背景・目的

ローカルSDGsの策定支援を通じて地域課題の解決に貢献
・SDGsへの取り組みを開始する自治体関係者への有益な情報（各地域の長所、課題等）の提供

・ローカルSDGsに関する各地域の取組成果の共有やニーズ・シーズ情報のマッチング等を
通じてオープンイノベーションを誘発するプラットフォームの開発

・SDGsプラットフォームを活用したアウトリーチ活動を通じた研究成果の社会実装
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研究目標及び研究計画

〈サブテーマ2〉〈サブテーマ1〉 〈サブテーマ3〉

持続可能な
地域の実現

SDGs取組状況の可視化 データ駆動科学の展開地域におけるSDGs実装評価

・全国調査を通じて自治体の
SDGs実装における課題を把握

・SDGs概念翻訳AIの開発
・SDGs連環構造の可視化

・全国のSDGs取組状況を
把握するシステムの開発

翻訳

自治体×企業等

EBPMを活用した
政策決定/目標設定

達成手段としての
オープンイノベーション

・ 関係者への情報の提供

・ ニーズとシーズを
マッチングする「場」の提供

・ ローカルSDGsの推進、
地域循環共生圏の形成に
向けたビジョン、計画の策定支援

・SDGs概念翻訳システムのプラットフォームへの実装・マッチング支援（サブ1×サブ3）

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

統合

・調査したデータを格納するオンライン指標データベースの開発（サブ1×サブ2）

②SDGsオープンイノベーションプラットフォームの開発

①SDGsの視点に基づく各自治体の特徴把握

活用
③ローカルSDGsの推進および地域循環共生圏の形成に向けたビジョン・計画の策定支援

課題の多い
現状
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2023年12月
アドバイザリ会合

2021年12月
アドバイザリ会合

2022年7月
第10回定期会合

12月8月 4月 7月4月 6月 1月 2月7月 9月 10月 11月 3月 5月 6月

2022年12月
アドバイザリ会合

2021年12月
アドバイザリ会合

5月 8月 9月

12月 4月 7月1月 2月11月 3月 5月 6月 8月 9月10月 12月 1月 2月11月 3月10月

これまでの歩み（サブテーマ間の密な連携による研究の推進）

2021年5月
キックオフ会合
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研究開発内容
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SDGs達成に向けた取組状況 -アンケート概要-

調査の目的 全国の自治体におけるSDGsの取組動向等を把握する

調査実施主体 自治体SDGs推進評価・調査検討会

調査時期 毎年10月上旬～11月下旬頃

対象自治体数 1,788自治体（47都道府県、1,718市町村、23特別区）

質問内容 1. SDGsの認知度
2. SDGsの関心度
3. SDGsの推進の方向性
4. SDGsの推進に際しての課題や障壁
5. SDGsの推進のメリット など

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

回答自治体数 1,020 1,237 1,303 1,418 1,464 1,485

回答率 57.0％ 69.1％ 72.9％ 79.3％ 81.9％ 83.1％

ST1 ST2 ST3
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SDGs達成に向けた取組状況 ST1 ST2 ST3

今後推進していく予定がある

0 20 40 60 80 [％]100

今後推進を検討していく予定がある 推進しておらず今後推進していく予定もない
推進している

43％
（n=537）

19％
（n=247）

55％
（n=710）

49％
（n=497）

8％
（87）

22％
（n=288）

22％
（n=277）

36％
（n=365）

7％
（71）

20％
（n=241）

15％
（n=182）

4％
（58）

18％
（n=250）

66％
（n=932）

14％
（n=204）

12％
（n=173）

71％
（n=1033）

15％
（n=221）

3％（37）

2％（32）

79％
（n=1174）

6％
（n=92）

12％
（n=183）

2％（36）

(N=1,020)
2018年

2019年
(N=1,237)

2020年
(N=1,303)

2021年
(N=1,418)

2022年
(N=1,464)

2023年
(N=1,485)

SDGsに対する取組度は年々拡大傾向にある
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SDGs達成に向けた取組を推進する際の障壁

24.7％（n=719）

21.6％（n=629）

11.3％（n=328)

2.7％（n=80）

3.9％（n=115）

0 500

複数回答可（N=2,915）

首長や議会の関心が低いためSDGs推進の理解が得られない

自治体職員の関心が低いためSDGs推進の理解が得られない

行政内部署間の職務分掌の問題や優先度をめぐる認識に差がある

行政内部での理解、経験や専門性が不足している

行政内部での予算や資源に余裕がない

（件）

その他

特になし

1.4％（n=42）

34.4％
（n=1,002）

自治体内部におけるバリアー

他の自治体との連携に関するバリアー

多くの自治体で専門知識や事例が不足している

先行事例や成功事例がないためどのように推進すればいいのか分からない

10.8％（n=241）
7.0％（n=156）

特になし

他の都道府県・市区町村との連携が不足している

（件）

その他

連携して取り組むべき課題や事業がない

2.2％（n=48）

23.0％（n=512）

24.5％（n=545）

21.0％（n=466）

11.4％（n=254）国等からの補助や支援が不足している

複数回答可（N=2,222）

0 500 1,000

連携して取り組むと調整が煩雑のため事業実施が困難となる

1,000

ST1 ST2 ST3
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地方創生SDGsローカル指標の整備

グローバル指標には自治体レベルでは活用できない指標が多く存在

日本の自治体に適した内容に指標を読み替え（ローカライズ）

SDGs達成に向けた取組の進捗管理や評価を行うことが困難

2つの互いに相補的なアプローチで指標を整備

11.2.1 11.b.1 11.b.211.1.1
…

…
…

住み続けられるまちづくりを

11.2 11.b11.1

・・・

アジェンダ
（SDGs）

ローカル指標

ローカルデータ

11.x.1

データ
ベースド

アプローチ

ローカルデータ
をもとに

指標を整備する

ナレッジ
ベースド

アプローチ

グローバル指標
をもとに

指標を整備する

…

ST1 ST2 ST3
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G1 13

G2 13

G3 36

G4 15

G5 15

G6 12

G7 9

G8 23

G9 12

G10 6

G11 30

G12 9

G13 10

G14 8

G15 8

G16 21

G17 16

合計 256

地方創生SDGsローカル指標の公開

3020100 40

Type3
Type2
Type1

Total

[個]

ゴール別指標数

地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト 2022年9月版（第二版）： https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf

計256のローカル指標を『地方創生SDGsローカル指標』として
2022年9月に内閣府HP上で公表

Type1： グローバル指標を引用したローカル指標（軽微な修正含む場合あり）

Type2： グローバル指標を読み替えたローカル指標
Type3： 日本固有の課題を考慮するため独自に追加したローカル指標

ST1 ST2 ST3
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地方創生SDGsローカル指標を用いた可視化

ローカル指標を用いて測定した全国自治体におけるSDGs進捗状況は
『ローカルSDGsプラットフォーム』上で公開中

特定の自治体におけるSDGs進捗状況を
指標毎に可視化した「ダッシュボード」表示

特定の指標におけるSDGs進捗状況を
自治体毎に可視化した「マップ」表示

ST1 ST2 ST3

ローカルSDGsプラットフォーム： https://local-sdgs.jp
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オンラインプラットフォームの機能および活用方法

取り組み事例を探す

取り組みを実施する

取り組みを整理する

取り組みを振り返る

ST1 ST2 ST3

『SDG Action DB』

絞り込み検索・地図検索 SDGs Portfolioの作成

マッチング機能
指標による進捗管理 SDGsに関連する取り組みや情報の発信

Platform Clover ： https://platform-clover.net/
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ST1 ST2 ST3

愛知県蒲郡市
愛知県常滑市
愛知県名古屋市

愛媛県四国中央市

愛媛県松山市

愛媛県西条市

岩手県陸前高田市

宮城県登米市

広島県広島市

埼玉県さいたま市

埼玉県春日部市

埼玉県熊谷市

埼玉県越谷市

埼玉県三芳町

埼玉県入間市

三重県四日市市

鹿児島県与論町

新潟県新潟市

静岡県伊東市
静岡県富士宮市
静岡県富士市
静岡県浜松市

石川県金沢市

東京都新宿区
東京都千代田区
東京都文京区
東京都北区
東京都板橋区

東京都府中市

千葉県成田市

北海道北斗市

和歌山県串本町
和歌山県那智勝浦町

福岡県北九州市

岡山県真庭市

愛知県豊田市

東京都江東区
東京都日野市

北海道札幌市

岐阜県岐阜市
沖縄県沖縄市

京都府京都市

滋賀県大津市

奈良県生駒市

兵庫県神戸市

島根県松江市
岡山県岡山市

熊本県熊本市

鹿児島県鹿児島市

神奈川県川崎市
神奈川県横浜市

神奈川県藤沢市
神奈川県鎌倉市

行政職員や地域事業者、市民等を対象とした
SDGs研修・セミナー等を全国で実施

これまでに研修会やセミナー等を実施した自治体
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第5回〜第7回 箱根町の地域循環共生圏プラットフォーム構築事業の意見交換会

第4回〜第5回 富士市の地域循環共生圏プラットフォーム構築事業の意見交換会

ST1 ST2 ST3ローカルSDGs（地域循環共生圏）の実装支援

地域循環共生圏づくりを目指して取り組む複数の自治体（箱根町、富士市等）の支援を
関東EPO（関東地方環境パートナーシップオフィス）と連携して実施
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ST1 ST2 ST3ローカルSDGs（地域循環共生圏）の実装支援

ローカルSDGs・地域循環共生圏の構築に向けた地域内の取り組み情報を集約した
特設サイトの開設を通じて全国各地の取り組み動向を可視化

特設サイトの開設事例： 豊田市、岡山市・倉敷市・真庭市・西粟倉村、伊東市、日本博覧会協会EXPO共創事務局など

現在も広域自治体、政令指定都市、全国に支店を有する大企業などがSDGsに関する特設サイトの開設を予定
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ST1 ST2 ST3ローカルSDGs（地域循環共生圏）の実装支援

ローカルSDGs・地域循環共生圏の構築に向けた地域内の取り組み情報を集約した
特設サイトの開設を通じて全国各地の取り組み動向を可視化

特設サイトの開設事例： 豊田市、岡山市・倉敷市・真庭市・西粟倉村、伊東市、日本博覧会協会EXPO共創事務局など

現在も広域自治体、政令指定都市、全国に支店を有する大企業などがSDGsに関する特設サイトの開設を予定

ローカルSDGsの推進を強力に支援するために、
自治体におけるSDGs推進状況を詳細に分析

自治体へアンケートやヒアリングを行うことで
課題点をより深く把握
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調査の目的 SDGs未来都市に選定された自治体における、
自治体の総合計画(基本計画)と SDGs との関係を分析し、
SDGs政策推進に向けた課題を抽出する

調査時期 2021年11月～2023年1月

対象自治体数 15自治体
SDGs未来都市155を指定年度別、地方別、
人口規模別の3視点で分類し全体に偏りなく抽出

対象者の
所属部署

SDGs担当課
SDGs未来都市推進課、政策企画課など

質問内容 1.未来都市への申請の契機
2.各自治体のSDGs政策の重点及び進捗状況
3.総合計画等の行政計画におけるSDGs対応の現状
4.SDGsを庁内や市民に普及するための工夫、研修等
5.SDGsの取組み全般に関する課題
6.SDGs未来都市制度への要望 など

SDGs達成に向けた取組状況 –ヒアリング概要- ST1 ST2 ST3
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自治体のSDGs推進担当者が持つSDGs政策推進に向けた課題

経済・社会・ 環境の3側面と
統合することが困難

一向に深まらないSDGsに
関する取り組み

従来の政策を単純に
延長しただけのSDGs政策

SDGsの理念に沿った取組手法に関する知見が求められている

ヒアリング結果から一部抜粋し整形

ST1 ST2 ST3

環境

社会

経済

変化（イノベーション）
がない

どのように整理できるか
知見がない

SDGsを用いた評価結果の
活用方法が不明である
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自治体のSDGs推進担当者が持つSDGs政策推進に向けた課題

経済・社会・ 環境の3側面と
統合することが困難

一向に深まらないSDGsに
関する取り組み

従来の政策を単純に
延長しただけのSDGs政策

SDGsの理念に沿った取組手法に関する知見が求められている

ヒアリング結果から一部抜粋し整形

ST1 ST2 ST3

環境

社会

経済

変化（イノベーション）
がない

どのように整理できるか
知見がない

SDGsを用いた評価結果の
活用方法が不明である

自治体のSDGsに関する専門性の不足問題の
解決を支援するAIを開発
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ニ ー ズ ： 大 阪 府 岸 和 田 市
「だんじり」だけじゃない魅力を伝えたい！

• 課題及び取組等の詳細や、サポートしてもらいたいこと、連携し
て解決方法を検討したい課題など

• 知名度はそれなりにあるが、マイナスイメージを持つ人も多い。 
城下町としての歴史や風情があり、自然も多く、農業・漁業が盛
んで豊かな食文化など「だんじり」以外の魅力もたくさんある。
そういった多彩な魅力を、伝わりやすい手法でアピールしたい。 

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kanko/

https://future-city.go.jp/platform/matching/request121.html

https://www.city.kishiwada.osaka.jp/site/danjiri/ ↑ 例：自治体のニーズ

SDGs達成に向けた取り組みの内容をAIが分析（日本語/英語対応済）

取り組みに関する文章とSDGsの関係を定量化した

ST1 ST3ST2SDGs概念マッピング機能



26

↑ 例：自治体のニーズ

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kanko/

民間企業等のシーズ

マッチング

マッチングの可能性のあるシーズ第3位

マッチングの可能性のあるシーズ第2位

マッチングの可能性のあるシーズ第1位

取り組み同士の関連を可視化し、マッチングを支援するシステムを開発

ST1 ST3ST2SDGs概念マッピング機能を用いたマッチング支援
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SDGs未来都市計画におけるKPIとSDGsの関係 (N=154/182) ST1 ST2 ST3
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SDGｓ未来都市計画文書内におけるグローバルゴールズの共起関係

SDG Goal Nexus の可視化 

G8（経済）とG11（まちづくり）を中心に据え、
G7（エネルギー）を軸としつつG9（革新）を起こす
というような文脈で計画を策定しているのが主流

ST1 ST3ST2
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SDG Target Nexus の可視化 

SDGｓ未来都市計画文書内におけるターゲットの共起関係

G8（経済）とG11（まちづくり）を中心に
G１２（ものづくり）／G13（脱炭素化）をG17（パートナーシップ）で進める

というような文脈が主流

ST1 ST3ST2
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環境省・地域循環共生圏プラットフォームとの連携

（当初想定していなかった）ローカルSDGs・地域循環共生圏形成に向けた
取り組み情報を集約した特設サイトを開設することで全国の動向を可視化
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大阪‧関西万博の「EXPO共創事業」との連携

（当初想定していなかった）大阪・関西万博（SDGs万博）の「EXPO共創事業」
との連携により、全国のSDGsアクションの横展開・共創の輪の拡大に貢献
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③ローカルSDGsの推進および地域循環共生圏の形成に向けたビジョン・計画の策定支援

・ SDGsオープンイノベーションプラットフォームを活用したビジョン・計画の策定支援を全国で行った。
・   環境省ローカルSDGs・地域循環共生圏プラットフォームや日本国際博覧会協会の「EXPO共創事業」との連携

が実現した。当初計画以上にSDGsオープンイノベーションプラットフォームの利用拡大につながりつつある。
・ 各サブテーマの研究成果を結集することによって、ローカルSDGsアクションの達成状況の評価を可能とする

ハイブリッドアナライザーを開発した。人間とAIがコラボレーションすることによって自治体や企業などの
組織・団体のSDGs達成に資する取り組みを一層深化させ得ることを示した。

①SDGsの視点に基づく各自治体の特徴（長所、課題等）の把握

・ 全国自治体を対象にSDGsに関する全国アンケート調査や15のSDGs未来都市へのヒアリング調査を実施した。
また、SDGs概念翻訳システムの開発およびSDGs連環構造（nexus）の可視化等のデータ駆動型のアプローチ
も行い、自治体のSDGs実装における課題を多角的に把握した。

・ 内閣府地方創生推進事務局と連携してSDGsの進捗を測る「地方創生SDGsローカル指標」を整備・公開した。
また、全国の自治体のSDGs達成に向けた取組の進捗状況の可視化を行い、オンライン上で公開した。

②地域課題を解決するための「SDGsオープンイノベーションプラットフォーム」の開発

・ SDGsの達成に向けて取り組む多くの関係者が抱えるニーズやシーズを登録し、発信することが可能である
「SDGsオープンイノーベーションプラットフォーム」をデザインした。

・ オンライン上での交流機能やサブテーマ3が開発したSDGs概念翻訳システムによるレコメンド機能等を実装し、
ユーザー間のマッチングの促進を可能とした。さらに、産官学民のSDGs達成に資する取組の推進を支援する
オンラインデータベース「SDGs Action DB」を開発してプラットフォーム上で公開した。
当初の計画以上にSDGsオープンイノベーションプラットフォームの機能を充実させることができた。

目標の達成状況：目標を大きく上回る成果を上げた
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ありがとうございました


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	研究成果の発表状況（学術論文/査読あり）
	研究成果の発表状況（学術論文/査読あり）
	研究成果の発表状況（その他）
	スライド番号 38

